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市議会だより
用語解説
※代表質問、一般質問における
　用語を解説しています。

6 月定例会傍聴者数９月定例会は、
９月１日（木）から始まります。
会期日程は、決まり次第ホームページに

掲載します。
詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）ま

でお問合わせください。

皆さんの傍聴をお待ちし
ています。ご希望の方は、
議会開催日に本
庁舎5階議会事
務局までお越し
ください。

本会議……43人
委員会……27人

合計70人

●広報委員会〔委員長〕瀧田孝吉　〔副委員長〕加治宏規
　　　　　　〔委　員〕高畑吉成、中村文隆、山崎晋次、不後　昇、奈田安弘、高橋久和

現在、４回目のワクチン接種にも取り組むなど感染対策を徹底しながら、コロナ禍
においても通常の生活を取り戻す試みが各地各所で進められています。市内各種団体
の総会も次々と開催され、何とかコミュニケーションが取れるようになってきたこと
に少し安堵を覚えています。射水市議会においても今回ご報告したように、各常任委
員会による県外行政視察を３年ぶりに行うことができました。行政視察は、先進地事
例を直接生の声で聴き学び、研鑽を深め政策提言に繋げる等、個々の議員の能力だけ
でなく、全体としての議会力を高める上でとても大切な研修です。これまでコロナが
私たちに及ぼした影響は計り知れませんが、前を見て打ち克って行きましょう。

編集後記
中村　文隆　民生病院常任委員会委員長

2021年岸田内閣総理大臣
の下発表された「デジタル
実装を通じて地方が抱える
課題を解決し、全ての人が
デジタル化のメリットを享
受できる便利で快適な暮ら
しを実現する」という構想

デジタル田園都市国家構想
（Ｐ2）

学習指導要領にとらわれ
ず、不登校生の実態に配
慮した特別な
教育課程

不登校特例校
（Ｐ3）

子ども達に「もっとリアル
な体験をしてもらいたい」
との思いから生まれたプロ
グラム。キッザニアを飛び
出してスポンサー企業の仕
事や地域のさまざまな仕事
を実際に体験できる。

Out of KidZania
（Ｐ4）

償還払いでは約２か月後
に返る介護保険の
請求の権利を事業
者に委任すること
により利用者の一
時的な負担をなく
す制度

受領委任払い
（Ｐ5）

温室効果ガスの排出量と
吸収量を均衡させるこ
と。

カーボンニュートラル
（Ｐ2）

暑中お見舞い申し上げます 射水市議会議員一同

※議会だより 66 号 6 ページで掲載した不後議員一般質問の記事に一部誤りがありました。
　お詫びして訂正します。　　（誤）県の 7.5 人⇒（正）県の 17.5 人



◆ 6 月定例会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

代表質問

【自民射水の会】
堀　義治 議員

1 デジタル田園都市国家構想※の取組について

2 カーボンニュートラル※の実現に向けた取組に
ついて

問①ⅰ

▲

国の支援も活用しながら、
本市のＤＸビジョンの実現に取り組ん
でいくことが必要であると考えるが、
状況について伺う。
答①ⅰ

▲

現在は、スマートフォン等
を活用し、町内回覧の伝達を行う「結
ネット」の導入や「地域あいのり移動
支援事業」の実証に対するデジタル
技術活用の検討、サテライトオフィス・
テレワーク拠点施設の整備を進めてき
ている。また、デジタル田園都市国
家構想※ 推進交付金の対象事業の募
集に当たり、「オンライン健康相談」
事業を提案し、交付金の採択を受け
た。
問①ⅱ

▲

ＤＸ教育研究センターとの
連携を含め、今後の進め方について、
市長の考えを伺う。
答①ⅱ

▲

本年 4 月に富山県立大学
に開設されたＤＸ教育研究センターに
は、帯域 100 ギガの高速な通信環境
や、最先端の機器が設置されており、
高度で専門的な施設が市内に整備さ
れたことは、本市にとっても非常に有
益なことであり、本市が目指す「射水
市ＤＸはＬＸ（生活スタイル変革）」と
するＤＸビジョンの実現に向けて、ＤＸ

教育研究センターと緊密に連携するこ
とは重要であると捉えている。

問②ⅰ

▲

カーボンニュートラル※の実
現のため市民や事業者、行政がともに
取組を推進する必要があると考えるが、
今後、どのように推進していくのか、
市長の考えを伺う。
答②ⅰ

▲

省エネルギーの推進、再
生可能エネルギーの導入、緑化をは
じめとする二酸化炭素吸収源を確保
することが大きな柱となることから、市
民、事業者、行政が連携して進める
べきものと考えている。今後は、地球
温暖化対策の推進に関する法律に
基づく、温室効果ガスの削減に関す
る「地方公共団体実行計画（区域

施策編）」を策定する予定としており、
この計画により順次取り組んでいく。
問②ⅱ

▲

カーボンニュートラル※の実
現に向け、各々の主体が今すぐにで
きる事から取り組むことが重要と考え
るが、本市が考える具体的な取組に
ついて伺う。
答②ⅱ

▲

本年 5 月１日より本市の主
な公共施設 42 施設のうち 38 施設
へ再生可能エネルギーによる電気を
15％導入したところであり、これにより
年間約 800トンの二酸化炭素排出削
減となっている。

また、本年１０月からは市内バイオマ
ス発電事業者の再生可能エネルギー
電気を活用することで、エネルギーの
地域内循環にも資する取組になると考
えている。

その他の質問
◆�公共施設マネジメントの取組について
◆包括的連携協定の取組について
◆本市の認知症施策の取組について
◆地方公務員の定年引上げに伴う定員管理の取組について
◆これからの漁業の取組について

※     の文字については最終ページに用語解説があります。
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一般質問
1 ウクライナ避難者の受入れについて

2 不登校特例校※の設置について

3 大規模災害に備えた消防力向上に
ついて

西尾　哲 議員

問①

▲

ウクライナ避難者の受入れに
ついて伺う。
答①

▲
4 人家族が本市に避難を希

望されており、既に市営住宅や生活
に必要な家電製品、家財道具などの
準備を整え入国を待っている状況であ
る。
問②

▲

不登校特例校※の設置につ
いてうかがう。
答②

▲

不登校特例校※には、一定
の教育上の効果及び課題があることか
ら、その動向について注視してまいる。
問③ⅰ

▲

大規模災害に備えた消防
力向上について伺う。
答③ⅰ

▲

重点取組事項としては、

職員の災害対応の知識・技術の向上、
消防職員・消防団員との連携強化、
消防団員の加入促進の３点がある。
問③ⅱ

▲

自動車免許（準中型）取
得の支援について伺う。
答③ⅱ

▲

３．５トン未満の普通免許取
得団員が増加することを踏まえ、今後
検討していく。

一般質問
1 富山新港東西埋立地について

2 クロスベイ新湊及び
第一イン新湊について

3 三つの文化施設について

加治　宏規 議員

問①

▲

今後の展開・展望について。
答①

▲

本市では、まだ利用されて
いない土地に、民間活力の導入によ
る周辺への経済活性化や交流人口の
拡大を図るため、海王町地内におい
て、レジャー、娯
楽などの特色ある
サービスを提供す
る事業者を現在
公募している。
問②

▲

現ホテルの利活用について。
答②

▲

運営会社である新湊観光開
発株式会社が中心となり、様々な分
野への利活用の可能性について情報
収集していると伺っている。市としても、

どのような利活用が可能なのか、運
営会社とともに情報を収集している。
問②

▲

各室のネーミングについて、
柔らかで親しみやすいネーミングにす
ることを提案する。
答②

▲

各室に柔らかな親しみやす
い愛称をつけることは、市民が文化施
設を身近に感じる雰囲気を作るアイデ
アの一つとして参考とさせていただく。

その他の質問
◆�空き家等実態調査について
◆防災意識向上について

一般質問
1 子育て支援（産前・産後）施策
について

2 高齢社会対策（終活支援）について

瀧田　孝吉 議員

問①

▲

産前・産後支援や各種サー
ビスの申請の電子化について伺う。
答①

▲

現在、「妊娠の届出」や「集
団がん検診の予約」、「健康づくりに
関する各種教室・相談の予約」が市
HP からできる。今後、さらに電子申
請ができるサービスを増加させるよう取
り組んでいく。
問②ⅰ

▲

終活支援ノートの「思いを
伝えるノート」の状況について伺う。
答②ⅰ

▲

令 和 3 年 度 末までに約
5,300 冊を配布している。引き続き、
活用に向け普及啓発を行う。
問②ⅱ

▲

市営墓地の状況について
伺う。

答②ⅱ

▲

太閤山公園墓苑、南郷霊
園及び大島墓地の 3 か所の市営墓
地の総区画数 2,109 区画のうち現在
の使用許可数は 2,092 区画である。
問②ⅲ

▲

今後の墓苑事業の見解を伺う。
答②ⅲ

▲

社会情勢の変化により数年
後には墓地返還数が多くなると予測し
ている。安定した市営墓地の運営を
心がけながら、遺骨の供養に対する
価値観や市民ニーズに注視していく。

その他の質問
◆�ペット共生社会について
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一般質問
1 本市における生活支援について

2 病児保育施設について

3 ウィズコロナでの教育現場について

4 文化財の保存とフットボールセン
ターの活用について

大垣　友和 議員

問①

▲

学校給食費における一時的
な価格高騰分の負担に対する政策の
検討について伺う。
答①

▲
7 月の物資選定や価格動向

による一時的な上昇分については、
市で負担することも必要になる。
問②

▲

病児保育の拡充について伺う。
答②

▲

利用者数やニーズを注視し
職員の確保などを踏まえ見極める。
問③

▲

教育現場の日常的な衛生管
理について伺う。
答③

▲

文部科学省の衛生管理マニュ
アルに基づき衛生管理を継続していく。
問④

▲

文化財やフットボールセン
ターを活用したまなびについて伺う。

答④

▲

文化財の歴史や価値につい
て学校で調べ、体験等を通して関心
を深めている。オリバースポーツフィー
ルドでの体験は、スポーツへの親しみ
や競技力向上への動機づけとなる。
文化財やスポーツを通じて子ども達が
誇れるまち、住み続けたいまちと思え
るよう取り組む。

一般質問

1
子どもや若者の定住を目指す具
体的な政策とインクルージョン
推進について

西元　勇司 議員

問①

▲

子どもと地域企業との繋がり
による地域活性化策や生きる力を育む
地方版プログラム「Out of KidZania※  
in 射水」を、毎年海王丸パークに誘
致してはどうか。当局の見解を伺う。
答①

▲

これまで「１４歳の挑戦」の
実施や「ジョブキッズとやま」に協賛
するなど、子どもたちの郷土愛を醸成
し、市内や県内企業で活躍する未来
世代の育成を支援しており、こうした
本市の取組状況を踏まえ「Out of 
KidZania※  in 射水」の誘致につい
ては、他自治体での取組を参考に、
費用対効果等の検証や運営会社との
情報交換等を行っていく。

その他の質問
◆�新湊地区の東西ベイエリアの地
域振興と賑わい創出について

一般質問

1 小・中学校の給食費の無償化に
ついて

根木　武良 議員

問①

▲

学校給食費を無償化された
い。また、食材が高騰しているが、
給食費を値上げすることなく、質を維
持するための市の支援について伺う。
答①

▲

小・中学校の給食費無償化
については多額の費用を要し、課題
が大きいと認識している。食材価格の

高騰は２学期分の購入にも影響がある
と考えるが一時的な上昇分について
は市で負担することも必要になる。今
後も引き続き、栄養バランスのとれた
給食を提供していく。

その他の質問
◆�５歳未満の幼稚園・保育所・認
定こども園の副食費の無償化に
ついて
◆�国民健康保険税の子どもの均等
割の減免について

◆�防災無線について
◆�デマンドタクシーについて
◆�浸水深の標識の設置について
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一般質問
1 介護保険制度の住宅改修について

石田　勝志 議員

問④ⅰ

▲

申請件数等の現状と支給
方法について伺う。
答④ⅰ

▲
令和３年度の住宅改修の

申請件数は３７５件であり、過去３年間
ほぼ横ばいの状況である。介護度別
には、要支援１から要介護１までの軽
度の方が全体の約６５％を占めており、
自立支援及び重度化予防のためにも
必要な介護保険サービスとなってい
る。改修費用の支払い方法は原則、
償還払いとしている。受領委任払い※

は、被生活保護世帯に限って実施し
ているところである。
問④ⅱ

▲

被生活保護世帯以外でも
「償還払い」と「受領委任払い※」か

ら選択できるよう制度拡充をすべきで
はないか。
答④ⅱ

▲

利便性の向上という観点か
ら、受領委任払い※を実施する場合
にはどのような課
題があるかを整
理した上で、制
度の整備に向け
検討していく。

その他の質問
◆�太閤山リノベーション計画につ
いて

◆�射水市ＬＩＮＥ公式アカウントにつ
いて

一般質問

1 デジタル障がい者アプリの導入
について

2 書かない窓口の導入について

不後　昇 議員

問①

▲

知的障がい者等が、公共施
設や民間の施設を利用するときの割
引を受ける際に、障がい者手帳を見
せることで個人情報を見られることへ
の心理的負担等を軽減することを目的
に開発された障がい者手帳アプリ「ミ
ライロＩＤ」の運用について伺う。
答①

▲

障がい者手帳アプリ「ミライ
ロＩＤ」の運用については、本市では、
コミュニティバス及びデマンドタクシー
の２事業が登録されている。未登録と
なっている市の公共施設や市内公共
交通機関等に対しても、周知啓発を
図っていきたい。
問②

▲

書かない窓口の導入につい

て伺う。
答②

▲

議員ご提案の「書かない窓口」
については、市民が申請書を書く負担が
軽減され、また、複数の手続が発生する
転入、出生、死亡後の手続等にかかる
時間の短縮にも大変有効であると考えて
いる。現在進めている窓口デジタル化の
中で、調査、検討を進め、可能な業務か
ら順次取り組んでいく。

その他の質問
◆�地方創生臨時交付金について
◆�小学生ヤングケアラーの支援に
ついて

一般質問
1 肥料原料並びに燃料高騰による農

業者・漁業者への支援について

2 コミュニティ・スクール（学校運営
協議会制度）について

金　賢志 議員

問①

▲

肥料原料並びに燃料高騰に
よる農業者・漁業者支援について伺う。
答①

▲

【国の対策】燃料高騰に対
するセーフティネット対策、肥料コスト
低減の取組に対する支援等を行って
いる。【県の対策】高騰している化
成肥料に代わる緑肥の取組や園芸農
家コスト低減に対する取組について
の支援等が予算措置される見込みで
ある。【市の対策】米・大麦・大豆
の作付けに必要な農業機械の燃料代
を支援するため補正予算を計上して
いる。
問②

▲

コミュニティ・スクール（学校
運営協議会制度）について

答②

▲

学校と地域、保護者との連
携をより強化し、教育の充実を図ると
いう点で効果が期待されている。先
進的に導入を進めている富山市など
から情報収集を行
い、コミュニティ・ス
クールの目的や必
要性、有用性等を
研究し、導入につ
いて検討していきたい。

その他の質問
◆�農村型地域運営組織について
◆�アドブルー（尿素水の高騰）に
対する支援について
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一般質問
1 立地適正化計画について

寺岡　伸清 議員

問①

▲

これからの都市間競争に勝
ち残るために都市活力を集中させてい
くため、立地適正化計画は重要なも
のと考える。当局の認識と取組につい
て伺う。

答①

▲

コンパクトシティの考え方の必
要性は認識しており、立地適正化計
画の策定に取り組んでいるところであ
る。本計画は、主に市街地を中心と
した土地利用などの方針を具体的に
定めるものであり、国の財政措置が受
けられることが考えられる。

その他の質問
◆�指定管理者制度の有効活用につ
いて

◆�小・中学校の在り方について

一般質問

1 射水ベイエリアの更なる賑わい
創出について

2 ふるさと納税と返礼品について

3 文化が異なる外国人の受入れに
ついて

杉浦　実 議員

問①

▲

豪華なキャンプ場「グランピ
ング」施設の誘致について伺う。
答①

▲

射水ベイエリアの既存施設と
の連携や交流人口の拡大を目指し、交
流厚生用地や海辺付近等へ、グランピ
ング施設も含めたキャンプ場の誘致を
検討する。
問②

▲

返礼品の掘り起こしについて
伺う。
答②

▲

新規返礼品の登録は、事業
者からの提案を審査し登録している
他、商工団体や観光事業者等との連
携でアイデアを出し、新商品や体験型
チケット等を含め返礼品の掘り起こし
を行っている。

問③

▲

自治会加入状況及び地域コ
ミュニティについて伺う。
答③

▲

地域住民との相互理解を進
め、良好な関係のところもある。市民
を対象に、外国人との関わり方や地
域活動への関わりを学ぶ多文化共生
講演会を開催するなど、互いの文化
や生活習慣を理解し、尊重し合う地
域づくりを進めていく。

一般質問

1 地域支え合いネットワーク事業
について

2 射水市市有地等における放置自
動車について

山本　満夫 議員

問①

▲

事業開始から5 年以上経過
してるが、その成果について伺う。
答①

▲

本事業による数値的な成果
としては、介護が必要となる可能性
が高くなる後期高齢者を直近で見る
と、人口は、令和３年 9 月末現在で
14,084 人であり、2 年 間で 284 人
増加し、伸び率は、2．1％である。
一方で、後期高齢者の要介護認定
者数は、令和 3 年 9 月末現在で４，
458 人であり、2 年間で 63 人増加し、
伸び率は 1.4％にとどまっている。この
ことから、本事業を含む介護予防の
取組による一定程度の成果が得られ

ているものと認識している。
問②

▲

射水市内の県有地の放置自
動車について伺う。
答②

▲

県が所有する海老江海浜公
園駐車場内には、現在 1 台の自動車
が放置されている。これまでも機会を
とらえて、放置自動車の撤去を県に
依頼している。
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6 月定例会の様子

議会報告会を開催しました

予算特別委員会（補正予算について審議中です）

（写真左から　中川議員、堀議員）

令和４年度議会報告会を開催しました。グループワーク等による市民のみなさんと議員による意見交換会が行わ
れました。詳しい内容については、次号の議会だよりでお知らせいたします。
◆ 総務文教常任委員会 (7/25)　 「公共施設及び未利用市有地等に関する民間提案制度の導入について」
◆ 民生病院常任委員会（7/27）  「最終処分場の現状とこれからについて」
◆ 産業建設常任委員会 (7/26)　 「令和4年度当初予算及び主な事業について」

議会運営委員会（議会運営における様々なことを協議する場です）

　【在職３０年以上表彰】　

　中川　一夫 議員
　

【在職２０年以上表彰】

　堀　　義治 議員

　全国市議会議長会及び北信越市議会議長会から永年勤続の表彰を受けられた
議員へ、６月定例会本会議において議長から表彰状が伝達されました。

おめでとうございます

議員表彰
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◆ 6 月定例会常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
案
５
件
及
び
報
告
１
件
を
可
決（
承
認
）す
べ
き
も
の
と
し

ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
６
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

休
日
の
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
つ
い
て　

モ
デ
ル
競
技
に
つ
い
て
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
団
体
競
技
）

剣
道
、
柔
道
（
個
人
競
技
）

実
施
期
間

令
和
４
年
９
月
下
旬
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

休
日
い
ず
れ
か
１
日
、
概
ね
24
回

参
加
者

モ
デ
ル
競
技
と
同
種
目
の
学
校
部
活
動
に
所
属
し
て

い
る
生
徒
と
し
、
参
加
は
任
意

��　
こ
の
活
動
は
学
校
の
部
活
動
な
の
か
。

�　
学
校
の
部
活
動
と
は
別
の「
地
域
の
取
組
」で
あ
る
。

��　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
制
度

の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

�　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
参
加
者
の
保
険
に
つ
い
て
は

別
の
保
険
で
対
応
す
る
。

議
案
４
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
10
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

射
水
市
不
妊
治
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
市

の
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
。

◆
主
な
改
正
内
容

　
・ 

不
妊
治
療
が
保
険
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

保
険
適
用
で
あ
る
こ
と
を
助
成
金
の
交
付
対
象

と
す
る
。

　
・ 

助
成
限
度
額
を
１
年
度
内
に
つ
き
30
万
円
か
ら

10
万
円
と
す
る
。

��　
助
成
限
度
額
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
人
の
負

担
は
増
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

��　
こ
れ
ま
で
は
保
険
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
保

険
適
用
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
人
負
担
は
３
割
と

な
る
。

　

�　
さ
ら
に
高
額
療
養
費
制
度
の
対

象
と
な
る
こ
と
で
本
人
の
負
担
は

大
き
く
下
が
る
と
試
算
し
て
い
る
。

議
案
４
件
及
び
報
告
１
件
を
可
決（
承
認
）す
べ
き
も
の
と
し

ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

射
水
市
消
費
喚
起
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
支
援
補
助
金
（
第
２
弾
）
に
つ
い
て　

飲
食
・
宿
泊
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
経

営
状
況
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
今
般
の
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
が
消
費
意
欲
の
低
下
を
招
く
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
商
工
協
議
会
が
実
施
す
る
消
費
喚
起

事
業
を
支
援
す
る
も
の
。

【
事
業
概
要
】

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元

 

・
還
元
率
20
％
、
１
回
当
た
り
２
千
円

 

・
期
間
限
度
額
１
万
円

 

・
第
１
回
実
施
：
８
月
か
ら
９
月
ま
で

 

・ 

第
２
回
実
施
：
第
１
回
を
検
証
し
、
対
象
業
種
や

期
間
等
を
検
討

��　
対
象
事
業
者
を
飲
食
業
と
宿
泊
業
に
絞
っ
て
い
る
が
、

十
分
な
消
費
喚
起
効
果
が
見
込
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て

収
入
が
減
少
し
て
い
る
飲
食
店
等
を
対
象
と
す
る
こ
と

で
、
納
入
業
者
や
交
通
事
業
者
等
の
幅
広
い
業
種
に
経

済
効
果
が
波
及
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
２

回
目
は
、
第
１
回
目
の
検
証
を
踏
ま
え
、
対
象
業
種
や

期
間
、
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

（
議
案
第
34
号
）
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◆ 県外行政視察報告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
案
５
件
及
び
報
告
１
件
を
可
決（
承
認
）す
べ
き
も
の
と
し

ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
６
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

休
日
の
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
つ
い
て　

モ
デ
ル
競
技
に
つ
い
て
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
団
体
競
技
）

剣
道
、
柔
道
（
個
人
競
技
）

実
施
期
間

令
和
４
年
９
月
下
旬
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

休
日
い
ず
れ
か
１
日
、
概
ね
24
回

参
加
者

モ
デ
ル
競
技
と
同
種
目
の
学
校
部
活
動
に
所
属
し
て

い
る
生
徒
と
し
、
参
加
は
任
意

��　
こ
の
活
動
は
学
校
の
部
活
動
な
の
か
。

�　
学
校
の
部
活
動
と
は
別
の「
地
域
の
取
組
」で
あ
る
。

��　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
制
度

の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

�　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
参
加
者
の
保
険
に
つ
い
て
は

別
の
保
険
で
対
応
す
る
。

５
月
１７
日
か
ら
５
月
１９
日
に
か
け
て
兵
庫
県
神
戸
市
、
京
都

府
京
都
市
、
石
川
県
加
賀
市
に
県
外
行
政
視
察
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。

視
察
内
容

●
兵
庫
県
神
戸
市
…
学
校
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て

●
京
都
府
京
都
市
…
京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

●
石
川
県
加
賀
市
…
Ｄ
Ｘ
の
取
組
に
つ
い
て

議
案
４
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
10
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

射
水
市
不
妊
治
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
市

の
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
。

◆
主
な
改
正
内
容

　
・ 

不
妊
治
療
が
保
険
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

保
険
適
用
で
あ
る
こ
と
を
助
成
金
の
交
付
対
象

と
す
る
。

　
・ 

助
成
限
度
額
を
１
年
度
内
に
つ
き
30
万
円
か
ら

10
万
円
と
す
る
。

��　
助
成
限
度
額
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
人
の
負

担
は
増
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

��　
こ
れ
ま
で
は
保
険
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
保

険
適
用
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
人
負
担
は
３
割
と

な
る
。

　

�　
さ
ら
に
高
額
療
養
費
制
度
の
対

象
と
な
る
こ
と
で
本
人
の
負
担
は

大
き
く
下
が
る
と
試
算
し
て
い
る
。

５
月
１８
日
か
ら
５
月
２０
日
に
か
け
て
群
馬
県
前
橋
市
、
栃
木

県
宇
都
宮
市
、
埼
玉
県
草
加
市
に
県
外
行
政
視
察
へ
行
っ
て

来
ま
し
た
。

視
察
内
容

● 

群
馬
県
前
橋
市（
群
馬
大
学
荒
牧
キ
ャ
ン
パ
ス
）…
自
動
運
転

バ
ス
の
実
証
実
験
運
行
に
つ
い
て

●
栃
木
県
宇
都
宮
市
…
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

●
埼
玉
県
草
加
市
…
認
知
症
検
診
事
業
に
つ
い
て

議
案
４
件
及
び
報
告
１
件
を
可
決（
承
認
）す
べ
き
も
の
と
し

ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼

�

射
水
市
消
費
喚
起
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
支
援
補
助
金
（
第
２
弾
）
に
つ
い
て　

飲
食
・
宿
泊
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
経

営
状
況
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
今
般
の
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
が
消
費
意
欲
の
低
下
を
招
く
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
商
工
協
議
会
が
実
施
す
る
消
費
喚
起

事
業
を
支
援
す
る
も
の
。

【
事
業
概
要
】

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元

 

・
還
元
率
20
％
、
１
回
当
た
り
２
千
円

 

・
期
間
限
度
額
１
万
円

 

・
第
１
回
実
施
：
８
月
か
ら
９
月
ま
で

 

・ 

第
２
回
実
施
：
第
１
回
を
検
証
し
、
対
象
業
種
や

期
間
等
を
検
討

��　
対
象
事
業
者
を
飲
食
業
と
宿
泊
業
に
絞
っ
て
い
る
が
、

十
分
な
消
費
喚
起
効
果
が
見
込
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て

収
入
が
減
少
し
て
い
る
飲
食
店
等
を
対
象
と
す
る
こ
と

で
、
納
入
業
者
や
交
通
事
業
者
等
の
幅
広
い
業
種
に
経

済
効
果
が
波
及
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
２

回
目
は
、
第
１
回
目
の
検
証
を
踏
ま
え
、
対
象
業
種
や

期
間
、
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

５
月
１８
日
か
ら
５
月
２０
日
に
か
け
て
静
岡
県
浜
松
市
、
愛
知

県
岡
崎
市
、
岐
阜
県
山
県
市
に
県
外
行
政
視
察
へ
行
っ
て
来

ま
し
た
。

視
察
内
容

● 

静
岡
県
浜
松
市
…
水
道
事
業
に
お
け
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
取
組
に
つ
い
て

● 

愛
知
県
岡
崎
市
…
「
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ（
く
る
わ
）戦
略
」

　

 

～
乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
～
に
つ
い
て

● 

岐
阜
県
山
県
市（
体
験
農
園
み
と
か
）…
農
地
を
核
と
し
た
民

間
発
想
型
官
民
連
携
事
業
に
つ
い
て

学校跡地利活用について
旧北野小学校跡地

ＤＸの取組について
加賀市役所

健康ポイント事業について
宇都宮市役所

農地を核とした民間発想型官民連携事業について
体験農園みとか

ＱＵＲＵＷＡ（くるわ）戦略に
ついて

　岡崎市　籠田公園

自動運転バスの
実証実験運行について
群馬大学荒牧キャンパス
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◆ 特別委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や
所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。◆ 6 月定例会 会　期：6月6日〜6月24日　19日間

予
算
特
別
委
員
会

港�

湾�

振�

興�

特�

別�

委�

員�

会　
　

�
令
和
４
年
度
射
水
市

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
億
２
，

５
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
８
９
億
７
，
５
０
０
万
円
と
す
る

も
の

主
な
事
業

● 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
事
業

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
委
託

● 

消
費
喚
起
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
補

助
金

● 

官
民
連
携
賑
わ
い
創
出
事
業
負

担
金 

な
ど

小
杉
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

��　
整
備
の
必
要
性
及
び
手
法
に
つ
い

て
伺
う
。

�　
小
杉
駅
周
辺
地
区
は
、
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
で
あ
り
、
ま
た
、

周
辺
に
は
高
等
教
育
機
関
や
研
究

機
関
等
が
集
積
し
て
い
る
ほ
か
、
旧

北
陸
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
た

歴
史
や
伝
統
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、

地
域
住
民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
、

行
政
等
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
、
本
市
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

エ
リ
ア
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

地
域
活
性
化
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
取
組
の

具
現
化
を
目
指
し
て
い
く
。

　

�　

基
本
構
想
の
具
現
化
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
を
は
じ
め
、
事
業
者
や
関

係
団
体
、
学
生
等
の
多
様
な
主
体
が

協
働
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
民
間
活
力
の
導
入
に

よ
る
多
様
な
事
業
手
法
や
先
進
的
取

組
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
最
適
な
手

　

�　

法
を
検
討
し
つ
つ
、
ソ
フ
ト
事
業
な

ど
実
現
可
能
な
も
の
か
ら
事
業
展
開

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
本
構
想
策
定
時
に
住
民

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
で
い
た
だ
い
た
市

民
等
の
意
向
を
確
実
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
地
域
住
民

や
関
係
団
体
等
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
の
醸
成

に
努
め
て
い
く
。

二
十
歳
の
つ
ど
い
に
つ
い
て

��　
二
十
歳
の
つ
ど
い
開
催
の
課
題
と

次
年
度
以
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

�　
令
和
４
年
度
二
十
歳
の
つ
ど
い
に
つ

い
て
は
、
本
年
５
月
４
日
に
午
前
と

午
後
の
２
部
制
に
分
け
て
開
催
し
た
。

参
加
者
数
は
午
前
・
午
後
合
わ
せ
て

7
7
1
人
で
、
参
加
率
は
82
・
7
％

で
あ
っ
た
。
名
称
と
開
催
時
期
を
変

え
て
初
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
前
回
、

本
年
1
月
９
日
に
開
催
し
た
令
和

４
年
成
人
式
の
参
加
率
82
・
2
％
と

比
較
す
る
と
、
時
期
等
の
変
更
に
よ

る
影
響
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。　　
　

次
年
度
も
対
象
者
を
当
該
年
度
に

二
十
歳
を
迎
え
る
者
と
し
、
積
雪
の

影
響
を
受
け
な
い
５
月
の
大
型
連
休

中
に
開
催
し
て
い
く
。
な
お
、
開
催

日
時
や
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
今
後

順
次
決
め
て
い
く
。

所
管
事
項
に
つ
い
て
、３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

報
告
事
項（
3
件
）の
内
容

▼�

令
和
４
年
度
港
湾
・
海
岸
事
業
の
概
要
に

つ
い
て

▼�

令
和
５
年
度
射
水
市
重
点
事
業
要
望
（
港

湾
関
連
）
に
つ
い
て

▼�

令
和
３
年
富
山
新
港
取
扱
貨
物
に
つ
い
て

・ 

入
港
船
舶
数
の
合
計
は
、
6
3
0
隻
（
対
前
年
比

99
・
1
％
）、
6
6
9
万
5
3
0
ト
ン
（
対
前
年
比

97
・
8
％
）
で
前
年
と
ほ
ぼ
横
ば
い

議
会
改
革
特
別
委
員
会

「
通
年
議
会
」
に
係
る
経
緯
や
概
要
等
に
つ
い
て
共
通

認
識
を
図
り
、
議
論
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
専
門
部

会
で
調
査
・
研
究
を
進
め
、
本
年
度
中
に
委
員
会
で
方

向
性
を
と
り
ま
と
め
、
議
長
へ
報
告
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

◆
「
通
年
議
会
」
と
は
…

会
期
を
1
年
と
し
、そ
の
間
は
、

議
会
の
判
断
で
必
要
に
応
じ
て
会

議
を
開
け
る
よ
う
に
す
る
制
度
。

（
第
１
号
）（
議
案
第
26
号
）

6月14日

6月22日

6月23日
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◆ 6 月定例会 会　期：6月6日〜6月24日　19日間

議決結果一覧表
[ 議　案 ]
番　号 件　　　名 結　果

第２６号 令和４年度射水市一般会計補正予算（第１号） 可決

第２７号 令和４年度射水市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第１号） 可決

第２８号 令和４年度射水市病院事業会計補正予算（第１号） 可決

第２９号 射水市職員の給与に関する条例の一部改正
について 可決

第３０号 射水市職員の特殊勤務手当に関する条例の
一部改正について 可決

第３１号
射水市議会の議員及び射水市長の選挙にお
ける選挙運動用の自動車の使用の公営に関
する条例等の一部改正について

可決

第３２号 射水市市税条例等の一部改正について 可決

[ 報　告 ]
番　号 件　　　名 結　果
第３号 専決処分の承認を求めることについて 承認

第４号 専決処分の承認を求めることについて 承認

第５号 専決処分の報告について －

第６号 繰越明許費繰越計算書について（一般会計） －

第７号 建設改良費繰越計算書について（水道事業
会計） －

第８号 建設改良費繰越計算書について（下水道事
業会計） －

[ 同　意 ]
番　号 件　　　名 結　果
第２号 固定資産評価員の選任について 同意

[ その他 ]
番　号 件　　　名 結　果

議会運営委員会、各常任委員会及び議会
改革特別委員会の閉会中の継続審査 可決

[ 議員別賛否一覧／賛成と反対の双方があった議案等について掲載 ]
番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議
決
結
果

議 員 名

石
田　

勝
志

大
垣　

友
和

西
元　

勇
司

西
尾　
　

哲

金　
　

賢
志

杉
浦　
　

実

山
本　

満
夫

寺
岡　

伸
清

呉
松　

福
一

加
治　

宏
規

高
畑　

吉
成

根
木　

武
良

瀧
田　

孝
吉

中
川　

一
夫

中
村　

文
隆

山
崎　

晋
次

不
後　
　

昇

吉
野　

省
三

津
田　

信
人

堀　
　

義
治

奈
田　

安
弘

高
橋　

久
和

議案第 26号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

※

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 33号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 34号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 35号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○…賛成　×…反対　欠…欠席　※…議長は採決に加わりません。

番　号 件　　　名 結　果

第３３号 射水市国民健康保険税条例の一部改正について 可決

第３４号 射水市不妊治療費助成に関する条例の一部
改正について 可決

第３５号
射水市地方活力向上地域における固定資産
税の課税免除又は不均一課税に関する条例
の一部改正について

可決

第３６号 公有水面の埋立てについて 可決

第３７号　 庄川水害予防組合規約の変更に関する協議
について 可決

第３８号 市道路線の認定について 可決

第３９号 射水市立大門中学校長寿命化改良第Ⅴ期
（建築主体）工事請負契約について 可決

[ 議員提出議案 ]
番　号 件　　　名 結　果

第５号 高山市荘川町六厩地区産業廃棄物最終
処分場建設に関する意見書 可決
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市
議
会
の
う
ご
き

17
日
〜
19
日
　総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　行
政
視
察

18
日
〜
20
日
　民
生
病
院
常
任
委
員
会
・

　
　
　産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

30
日
　議
会
運
営
委
員
会
、全
員
協
議
会

【
定
例
会
】

6
日
　議
会
運
営
委
員
会
、本
会
議
、

　
　
　全
員
協
議
会

10
日
　本
会
議（
代
表
質
問
）、

　
　
　議
会
運
営
委
員
会
、広
報
委
員
会

13
日
　本
会
議（
一
般
質
問
）

14
日
　本
会
議（
一
般
質
問
）、

　
　
　予
算
特
別
委
員
会
　
　

15
日
　総
務
文
教
常
任
委
員
会

16
日
　民
生
病
院
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　

17
日
　産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　

20
日
　港
湾
振
興
特
別
委
員
会
、

　
　
　議
会
改
革
特
別
委
員
会
、

　
　
　広
報
委
員
会
　

22
日
　予
算
特
別
委
員
会

23
日
　予
算
特
別
委
員
会
、

　
　
　議
会
運
営
委
員
会

24
日
　本
会
議
、議
会
運
営
委
員
会

19
日
〜
20
日
　議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

21
日
　広
報
委
員
会

25
日
　議
会
報
告
会（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

26
日
　議
会
報
告
会（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

27
日
　議
会
報
告
会（
民
生
病
院
常
任
委
員
会
）

5月6月7月

議 会 通 信

市議会だより
用語解説
※代表質問、一般質問における
　用語を解説しています。

6 月定例会傍聴者数９月定例会は、
９月１日（木）から始まります。
会期日程は、決まり次第ホームページに

掲載します。
詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）ま

でお問合わせください。

皆さんの傍聴をお待ちし
ています。ご希望の方は、
議会開催日に本
庁舎5階議会事
務局までお越し
ください。

本会議……43人
委員会……27人

合計70人

●広報委員会〔委員長〕瀧田孝吉　〔副委員長〕加治宏規
　　　　　　〔委　員〕高畑吉成、中村文隆、山崎晋次、不後　昇、奈田安弘、高橋久和

現在、４回目のワクチン接種にも取り組むなど感染対策を徹底しながら、コロナ禍
においても通常の生活を取り戻す試みが各地各所で進められています。市内各種団体
の総会も次々と開催され、何とかコミュニケーションが取れるようになってきたこと
に少し安堵を覚えています。射水市議会においても今回ご報告したように、各常任委
員会による県外行政視察を３年ぶりに行うことができました。行政視察は、先進地事
例を直接生の声で聴き学び、研鑽を深め政策提言に繋げる等、個々の議員の能力だけ
でなく、全体としての議会力を高める上でとても大切な研修です。これまでコロナが
私たちに及ぼした影響は計り知れませんが、前を見て打ち克って行きましょう。

編集後記
中村　文隆　民生病院常任委員会委員長

2021年岸田内閣総理大臣
の下発表された「デジタル
実装を通じて地方が抱える
課題を解決し、全ての人が
デジタル化のメリットを享
受できる便利で快適な暮ら
しを実現する」という構想

デジタル田園都市国家構想
（Ｐ2）

学習指導要領にとらわれ
ず、不登校生の実態に配
慮した特別な
教育課程

不登校特例校
（Ｐ3）

子ども達に「もっとリアル
な体験をしてもらいたい」
との思いから生まれたプロ
グラム。キッザニアを飛び
出してスポンサー企業の仕
事や地域のさまざまな仕事
を実際に体験できる。

Out of KidZania
（Ｐ4）

償還払いでは約２か月後
に返る介護保険の
請求の権利を事業
者に委任すること
により利用者の一
時的な負担をなく
す制度

受領委任払い
（Ｐ5）

温室効果ガスの排出量と
吸収量を均衡させるこ
と。

カーボンニュートラル
（Ｐ2）

暑中お見舞い申し上げます 射水市議会議員一同

※議会だより 66 号 6 ページで掲載した不後議員一般質問の記事に一部誤りがありました。
　お詫びして訂正します。　　（誤）県の 7.5 人⇒（正）県の 17.5 人 122022.8.1　いみず市議会だより
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